
【正】解の絶対値を，大きい方から順に            とします。 

 → この場合は、解の絶対値で無限級数の和を計算するため、 

   正答は「２」となり（３）が正答となる。 

 

【誤】解を，絶対値の大きい方から順に            とします。 

 → この場合は、絶対値でない解で無限級数の和を計算するため、 

   正答は「－２」となり選択肢に回答がない。 

（別紙） 

「該当問題」 

 
 

 

 

 

 


